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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
本プロジェクトは乳幼児，小児，成人，高齢者，障害者という様々な対象についてコミュニケーション行動の

生涯発達を脳科学的，心理学的に明らかにすることで統合的な理解を進め，理解に基づくコミュニケーショ

ンの補助や促進のツール，システムの開発を行う。具体的には，音声，言語，視線，表情，ジェスチャーな

どを含めコミュニケーション行動における様々な信号処理およびそれらの複数者間相互作用についての心

的，神経的システム，その生涯発達を明らかにする。同時に，コミュニケーション行動が困難になる自閉ス

ペクトラム症（自閉症）といった非定型的発達との比較により，ヒトのコミュニケーションの発達について多

面的な検討を進める。自閉症以外にもヒトが行うコミュニケーション行動の「困難さ・つまずき」(他者の気持

ちの理解や自分の気持ちの表現の難しさ，視聴覚情報処理における困難さ，発達や加齢に伴う変性など)

に注目するので対象者は，視覚障害者や精神疾患者も含める。さらに本研究では，この「困難さ・つまず

き」を埋める訓練法，ツールやシステムの開発を学際的な枠組みで行う。以上の目的のために本プロジェ

クトでは次の５つのテーマを設定して研究を進めた。 

１）fNIRS(functional Near-Infrared Spectroscopy：近赤外分光法)ハイパースキャンニングを用いた 2 者間

の社会的相互作用の脳機能研究 

２）感情情報処理の脳機能と生理指標 

３）音声コミュニケーションにおける音韻，プロソディーの役割 

４）効果的なコミュニケーション活動を目指すツールについての研究 

５）発達障害スクリーニングを目指すシステムの研究 

（２）研究組織 
本プロジェクトではコミュニケーション行動の様態理解に関する研究と，その理解に基づくモデルや仮説

を検証し，応用する研究を心理，理工・医学部で循環的に実施する(図 1 参照）。領域は(1)子供研究，(2)障

碍研究，(3)加齢研究に分かれる，日吉心理学研究室の教員６名を中心として，そして文学部心理学研究

室や言語文化研究所教員８名に協力を得つつ(１）～（３）を分担し，心理学的・認知神経科学的見地から

研究を行う。本事業で雇用したＰＤ研究員（毎年３－４名）ＲＡ（毎年１名）が心理学教員と協働しながら研究

を進める。(１）～（３）の３グループ各々に研究内容と関係の深い理工学部（４名）・医学部（４名）との連携

研究を行う。  

（１）子供研究では新生児研究については特に医学部の

小児科との共同研究を行う。この他に乳幼児や子どもの二

者間の社会的相互作用コミュニケーションの研究について

は，まず神経学的定型者の成人について表情や音声を介し

たコミュニケーションの様態を明らかにするために NIRS や脳

波を用いてリアルタイムの脳活動や生理指標の測定を行

う。この場合に，心理の分野の研究者が実験計画を行い，

行動指標や脳活動を含める生理データも取得するが，その

多量なデータの解析やモデリングは理工学系の特に情報学

系のＰＤ研究者と協働する。一方で二者間同時計測のより

効果的な脳波計測電極などハード面での開発は理工学系

の機械学の研究者と協働する。（２）障碍研究では共同研究

者である工学系研究者の画像工学的技術を援用しつつ，発

達の様子を客観的に計測し，発達障害スクリーニングを目指すシステムの研究や効果的なコミュニケーシ

ョン活動を目指す療育を見出すことを目指してきた。（３）高齢者研究ではＰＤ研究員とも協働しながら脳科

学的研究を行ったり，高齢者学を専門とする共同研究期間の研究者（2 名）と研究を行ってきた。同時に感

情情報処理の脳機能と生理指標の研究については，医学部精神科との共同研究を進め成果をあげてき

た。（１）－（３）いずれのグループも以前より共同研究を行っていた場合と本研究プロジェクトを通じて共同

研究を開始したパターンがあったが，いずれも円滑な共同研究を進め，学会発表および論文出版という形

で成果をあげてきた。特に理工学部（矢上キャンパス）に近い日吉心理学研究室で研究設備を整えたの

で，学生や研究者も行き来がしやすく実験室および装置の効果的な使用ができた。 

（３）研究施設・設備等 
本研究プロジェクトにて日吉心理学研究室実験室６（約３４m2）に実験キャビンや脳機能計測装置 NIRS を

図１  共同研究体制 
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設置した。実際 NIRS 装置を 1 台購入する本資金の補助が充分得られなかったため，それを補填する資金

を獲得し整備を進めた。使用人数は実験の有無により大きく変更するが，研究および実験授業の教育にも

使用してきたので，平均すると 1 週間あたりのべ 25 人，NIRS，キャビンの使用時間はそれぞれ約 10 時間

である。そしてこれまで機材室として使用していた部屋を改修し，共同研究室（約４０m2）として研究員等の

デスクスペースとした。使用人数は 1 週間でのべ 30 人である。電気生理室（約１５ m2）の古いシールドル

ームを新しいキャビンに変え，他資金で脳波計も購入した。脳波導入後の使用人数は 1 週間でのべ 10

人，キャビンの使用時間は約 10 時間である。これらの日吉キャンパスの fNIRS 実験施設，共同研究室や

脳波シールドルームは共同研究を行う理工学部や医学部にも施設を開放し，共同研究を行った。三田キ

ャンパスにある心理学実験研究施設および慶應義塾大学病院でも本プロジェクトの研究を各々のグルー

プで実施した。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

１．fNIRS ハイパースキャンニングを用いた 2 者間の社会的相互作用の脳機能研究 

1-1 母子相互作用 （理工学部，医学部連携） 

ハイパースキャンニングとは複数者が何かしらの認知活動を伴うタスクを行っている際に，複数者の脳

活動を同時に計測し，脳の同期性や関連性を検討する手法であり，コミュニケーション行動の脳機能を明

らかにするための重要な手法である。fNIRS は頭部に測定プローブのキャップを装着するだけで計測がで

きるので，自然なコミュニケーション時の脳活動を測定するのに適している。 

母子コミュニケーションにおいて運動や生理信号の同期活動という現象が知られている。本研究ではそ

れら潜在的な活動を脳活動のレベルで客観的に明らかにすることを目指している。さらには同様な同期活

動の成人版も１－２で検討し，相互作用脳活動の発達を明らかにすることを目指す。さらに中間報告後に

（１）子供研究であった本研究は（２）障害研究での発達障害スクリーニングの研究とも併せて検討すること

とし発達障害のリスク児を実験参加者に加えることで，母子脳同期指標が発達障害を予期する因子になる

かを検討することとした。これらの目的のために，母子抱っこ条件，授乳条件，他人抱っこ条件での二者間

での脳活動の同期や相互作用を定型発達児約 80 組，発達障害リスク児の母子 20 組で計測し（総計 200

名），分析を行った。授乳条件で前頭前野の背内側部や右の上側頭部など社会信号処理の部位にて同期

性が確認された。これら定型発達児と母親との間に見られた同期性が発達障害リスク児に観察されるかを

同様な方法で検討した。その結果，授乳条件で強くみられる同期性は見られず，リスク児は母親との間の

愛着や社会関係において異なる傾向があることが示唆された。（定型発達児研究：達成度 95%，発達障害

研究：達成度 80％）(*i, F, G, I) 

 

1-2 自然な社会相互作用場面での脳活動，生理指標計測 （理工学部連携） 

人間の社会的な活動は動的な情報交換に基づく。それを支える脳機能を明らかにするためには，二者

が動的に相互作用する様子を時間連続的かつ同期的に捉える必要がある。また情報交換のイベントも課

題依存的に決定されるものではなく，実験参加者の社会的意図に基づく自発的なものであることが望まし

い。 

以上の要件を満たすため，本研究では社会的相互作

用場面を模した PC ゲームを作成し（図２），拘束性が低く

実環境での計測が可能である fNIRS を用いて，協調作

業条件及び独立作業条件の脳活動を二者間で同時計測

した。このとき行動履歴のほか，心拍及び皮膚電位生理

指標，ビデオ動画を同期的に取得した。さらに，自発的な

イベントに関わる脳活動変化を捉えるための解析手法を

考案した。 

合計 39 組（78 名）の fNIRS データを取得した。まず脳

活動の時間周波数領域における同期の大きさを示す指標

図２ ゲーム課題の協調作業条件における画面例。参

加者２人は交互に画面下側に並んだ候補の中から家

具類を選んで部屋の中へドラッグして配置する。独立

作業条件では半分のサイズの部屋に一人で家具を配

置する。 
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であるウェーブレット・トランスフォーム・コヒーレンス(以下，WTC)をすべての二者間のチャンネル組み合

わせ及び個人内のチャンネル組み合わせについて計算した。協調作業条件と独立作業条件について

WTC の時間平均値の比較を行ったところ，二者の右側頭領域と右前頭前野間をはじめとして多くの領域

で協調作業条件における有意な活動同期の増加が確認できた。こうした同期活動には課題条件差に由来

する様々な活動が混在している。そこで自発的な社会的相互作用の観測変数として顔面の向きに着目し，

顔面が対面する相手の顔方向を向いている状態を積極的な情報交換を行うための行動と見做すことで更

なる分析を行った。実験時の映像データから顔特徴トラッキングツールである OpenFace 2.0 を用いて顔

向きの角度を推定し Z スコアに正規化した。手元の PC のゲーム画面を見る頻度が最も高くなることから，

標準偏差の２倍以上顔を上げているタイミングを正対する相手の顔を見ているイベントとして検出し，協調

作業条件において有意に同期活動が増加した WTC のうち自分だけが顔を上げているときよりも自分と相

手の両方が顔を上げている（見合わせている）イベントにおいて活動が大きくなるものを回帰分析によって

求めた。その結果，二者の側頭頭頂接合部(TPJ)間と背外側前頭前野(dlPFC)間，各個人の TPJ と内側

前頭前野(mPFC)間の計３つのチャンネル間において有意な同期が認められた（図３）。特に TPJ と

mPFC 間の結合は相手との協調に

対する意思のアンケート結果とも有

意な相関が認められた。これらの領

域は相手の状態を推し量る”メンタラ

イジング”と呼ばれる脳機能と深く関

わっており，本課題においても同機

能が重要な役割を果たしていたと考

えられる。以上，本研究は社会行動

を半自動的に抽出し，その行動と脳

活動の関係を検討する手法を新た

に開発すると共に，相互作用時の

脳内機構を明らかにした。本研究は新しい解析方法や実験結果などを論文にすべく準備中であるが，実

験結果について一度投稿し，現在査読コメントに対し改定中である。（達成度：80％）(*c, u, D, F, G, I) 

また共同実験として，理工学部三木研究室が開発した微小針による小型ドライ型電極を用いて(4-1 も参

照)，計 11 組の脳波データも取得した。計測部位は左右側頭部(T3，T4)と後頭部（Oz）の 3 か所とし，

fNIRS 計測と同様の実験を行った。相互相関関数やパワースペクトル密度を用いた同期解析を行った

が，本計測では脳波における明瞭な同期活動は確認できなかった。現在，微小針による小型ドライ型電極

を使った本研究を含めた脳波研究への応用をまとめた論文は投稿し，major revision で改訂中である。

（達成度：90％）（*h, j） 

 

２．感情情報処理の脳機能と生理指標 

2-1 パーソナリティと感情情報処理の脳機能 

個人の気質・性格特性と感情情報処理際の脳反応との関連を検討するため，成人 22 名を対象に，感情

刺激図（90 枚）を提示した際の前頭前野活動を fNIRS で計測し，TCI 気質・性格特性尺度と脳活動の関

係を検討した。複数の気質・性格特性項目と感情刺激に対する前頭葉反応との間に有意な相関がみられ

た。個人の気質・性格によって，感情刺激に対する反応が異なることが示唆された。さらに前頭前野内で

の脳部位結合も検討し，結合の強さと気質・性格特性の関係を検討し，一部で相関がみられた。以上は

個々の気質・性格には前頭前野における感情制御能力も関与することを示した。現在論文作成中である。

(達成度 95%) (*n) 

2-2 母子の感情刺激に対する脳反応 

母子コミュニケーション特徴と母子のパーソナリティ，感情制御の関係を検討するために，乳幼児をもつ母

図３ 社会的協調行動に関係する a)脳内・脳間ネットワークと b)各ネットワークの回

帰係数のプロット。Both は顔を見合わせる行動、Either は単独で顔を向けた行動

の回帰変数を示す。 
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親を対象に fNIRS を用いて，4 つのカテゴリの感情刺激の画像に対する脳活動を測定した。その際に刺

激を見ながら感情を制御するタスクを果たした。各カテゴリの感情刺激に対する脳反応と母子遊びの特

徴，パーソナリティを計測しそれらの関係性を検討した。ただし本研究は母親以外の成人にてどのような前

頭前野反応が得られるか不明であったため，追加で大学生 20 名の実験を行い，現在データ解析中である

（達成度：60%） 

2-3 高齢者の感情情報処理の脳機能と生理指標 （医学部連携） 

研究 A：自己の感情状態の認識が正確にできるか否かには個人差があり、この差が不安や抑うつといった

精神的な健康と関連することが明らかになってきた。本研究では、感情を喚起する動画を視聴している間

の脳活動(NIRS)や生理指標(心拍など)の測定を行う。その際に主観的な感情状態の報告を求め、客観

的指標と主観的指標の関連性を測定し、客観的データから主観的指標を予測する際の成功率を個人にお

ける感情認識の正確さとして扱うことを目指す。この他にも認知症や精神疾患を持つ成人や高齢者に対し

て感情情報処理と脳活動や心拍などを含める生理指標についての基礎的な研究を医学部精神科と連携

しながら進めていく。 

 この目的の下、悲しみ、怒り、喜び、恐れを引き起こす動画セットの作成および標準化を行い、ターゲット

とする感情を適切に喚起するための刺激のセットを作成した。また、健常成人を対象に、この動画を鑑賞し

ている際の NIRS と生理指標を測定の測定を行った。健常成人の結果については学会発表を終えてい

る。今後は高齢者における検証を目指す。この他に別途，精神疾患者や認知症をもつ成人，高齢者の感

情情報処理について生理指標を用いた研究では，医学部との連携により学会発表や論文など成果をあげ

てきた。 

研究 B：加齢に伴う感情の平板化の認知神経基盤を検討するための研究を実施した。感情認識の鋭敏さ

を測る課題におけるパフォーマンスと、灰白質のボリュームの関係性を検討した所、怒りに対する鋭敏さと

両側の腹側島皮質および被殻のボリュームに関係性が観察された。島皮質は、環境情報と様々なモダリ

ティの感覚情報を統合し、覚醒度の調整に関わる場所であることから、このような心的機能の変化が感情

の平板化に関与していることが示唆された。 

さらに、彼らの安静時脳活動と認知機能の関連性についての詳細な分析を行った。時間的変化コネクテ

ィビティ解析(Time Variant Connectivity Analysis)の手法を用いて、安静時の脳活動の変化を観察し、

デフォルトモードネットワーク、セイリエンスネットワーク、遂行機能ネットワークといった複数の機能的ネット

ワークの活動の持続時間や変化の個人差を検討した。その結果、自己に関わる処理に関連するデフォル

トモードネットワークの一部のネットワークの生起頻度や活動持続時間が記憶や判断などの認知機能を強

い関連を示すことがあきらかになった。感情の制御能力との関連については、今後さらなる検討を行う予

定である。(達成度：80％) (*b, d, e, s, v, B) 

2-4 高齢者のコミュニケーションにおける視聴覚情報の役割 

本研究は中間報告にて高齢者について充分な研究がなされていないという，外部評価と自己評価に基

づき，新たに着手した研究である。ここでは，視覚情報が若年者（成人）と高齢者の雑音下の発話理解に

与える影響を脳波と行動指標により検討した。 

日常のコミュニケーション環境には，多少の雑音が含まれている。我々はこうした雑音下で情報を伝達し

理解している。これまでの研究によれば，発話に付随して生じる唇の動きや身振りが，雑音下における発

話理解を助けることがわかっている。しかし，先行研究では，英語やオランダ語など，日本語と比べ音素数

の多い言語を対象に行われてきた。それらの言語では音韻弁別に微細な口唇の動きが大きな影響を及ぼ

すことを考えると，日本語話者にとって口唇の動きがどの程度影響を与えているかを検討する必要があ

る。また，発話理解に及ぼす視覚情報の影響が，成人や高齢者でどの程度異なっているかはわかってい

ない。聴力の低い高齢者は，聴覚情報処理の低下を補うため，視覚情報を成人よりも多く利用する可能性

がある。そこで本研究では，20 代の成人と高齢者において，視覚情報が雑音下の発話理解に与える効果

を検討した。この目的を遂行するため，視覚情報（口唇と身振り動きの有無）と聴覚的ノイズ（SNR）の要因
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を統制したビデオ刺激を作成し，ビデオ視聴中の研究参加者の脳波と行動指標を取得した。結果として，

成人も高齢者も，雑音のある発話の場合，身振りがその理解を助けるが，口唇の動きは，影響がないこと

がわかった。発話の意味理解には，口唇は影響を及ぼさないことが示唆された。（達成度 80％） 

 

３．音声コミュニケーションにおける音韻，プロソディーの役割 

3-1 新生児の音韻，プロソディー刺激に対する脳反応 （医学部連携） 

音韻処理とプロソディー処理は大脳のそれぞれ左側頭，右側頭部優位に処理され機能が側性化してい

る。本研究は在胎週数 30 週の早産児から 41 週までの新生児を対象として，機能側性化と音声誘発反応

の血行動態（HRF）の反応パターンの発達を修正月齢（PMA）別に検討した。その結果，PMA38 週まで

は酸素化ヘモグロビン上昇という一般的な HRF 反応が逆転しており，39 週で正期産児群と有意差のない

一般的パターンがみられ，同時に左右側頭部の機能側性化の傾向がみられた。左右半球機能差や脳活

動の血行動態は聴覚野がほぼ完成する在胎 30 週より徐々に発達することが明らかになった。論文も採択

された（達成度：100％） (*f, g, r) 

3-2 音韻配列規則に関与する音韻知覚についての研究 （海外連携） 

日本語話者は abna の様に母音が存在しない場合でも、bn の子音間に母音/u/を知覚することが知られ

ている。この現象は日本人の英語コミュニケーション向上についても重要な問題である。本研究では、この

音韻配列規則による知覚のゆがみについて実験的に検討しフランス ENS と論文発表を行った。（達成度：

100%）(*m, H) 

3-3 フレーズプロソディー知覚についての対照言語研究 （海外連携） 

イントネーションなどの言語プロソディーはコミュニケーションの中で重要な役割を果たす。本研究はプロ

ソディーには言語普遍性があるという予備的データに基づいて、日本語話者とフランス語話者の日本語プ

ロソディー知覚について比較する。80 名の実験が終了し、フランス EHESS と分析を進めた。（達成度：

80%）(*l) 

3-4 遠隔コミュニケーション事態における視聴覚間相互作用 

インターネットを介したビデオ通話などの対人コミュニケーション事態について，映像と音声のずれが動

画や音韻の知覚処理に及ぼす影響について検討した。視聴覚間相互作用と視聴覚間の時差に対する主

観的同時性知覚との関連について，時間統制の容易な図形運動刺激と聴覚刺激を用い，両者の知覚が

同一の時間情報処理に基づくものであるか実験的検討を行った。刺激間時差への順応により主観的同時

性が変容するパラダイムを用い，視聴覚間相互作用および主観的同時性の判断分布について，最大 400

ミリ秒程度の時差への順応前後での変化パターンを比較した。両判断分布は互いに反対方向へ変化し，

視聴覚間相互作用と主観的同時性が異なる時間情報処理に基づく事が示唆された。（達成度：60%） 

(*w, A) 

４．効果的なコミュニケーション活動を目指すツールについての研究 

4-1 子どもと高齢者にも装着しやすい脳波電極の開発 （理工学部連携） 

脳波計測に一般的に用いる皿電極はインピーダンスを下げるため装着時に不快な皮膚処理を施す必

要がある。本研究では、皮膚処理を不要にすることで子どもや高齢者にも簡便に装着できる脳波電極の

開発を行った。本電極は微小針の付いたピラーを敷き詰めた形状をしており、被験者は痛みを感じない。

電極の性能を検証するために、音声によるオドボール課題を用い、脳波成分の P300 や MMN の事象関

連電位を測定した。その結果、逸脱刺激のMMN及びP300の振幅が、標準刺激と比較して、統計的有意

に大きいことが認められた。以上より、簡便に装着可能な本電極が事象関連電位を計測できることが示さ

れた。1－2 でも先述したが，現在，本研究を含めた脳波研究への微小針の応用をまとめた論文は投稿

し，major revision で改訂中である。（達成度：90%）(*j, x) 

4-2 発話困難者の会話補助ツール「マイボイス」の研究 （理工学部連携） 

本研究は，(1) 「マイボイス」の再生音声の質の向上，(2)「マイボイス」の更なる普及，及び (3)「マイボ
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イス」が大学教育に有効であることを実証的に示すことを目標とした。（1）に関しては，録音方法の改善

や，音声学的知見に基づいてマイボイスの改良に関する提言を行った。具体的には，日本語のピッチアク

セントや促音を，より正確に実現させることを達成することができた。同時に，マイボイスの実際の作成も積

極的に行い，多くの患者様にマイボイスを届けることができた。（2）に関しては，2018 年 6 月から 2020 年

3 月の間に 4 回のワークショップを開催した（プロジェクト全体で計 12 回）。それぞれの集まりで，最新マイ

ボイスの紹介，初心者を対象とした実習，実際の介護現場でのマイボイスの使用報告，研究発表，自由議

論を行った。近年，AI ひばりに象徴されるように，AI ベースの音声合成の普及も見られるが，ワークショッ

プを通じ，自分の声そのものを録音しておくことの重要性を改めて議論し直した。また，（3）にも関わるが，

この 2 年間のワークショップには学生も多く参加し，学生からのフィードバックがマイボイスの改善にそのま

ま繋がる事例が少なからず見られた。たとえば，ある学生から SNS で使われるようなスタンプ機能が提案

され，その機能はすぐに搭載された。また，著作権問題を回避するために，マイボイス用のスタンプを自ら

描いて提供してくれた学生も 2 名いた。その他，拍手機能やうなずき機能など，学生ならではの発想が，マ

イボイスの機能をより豊かにしてくれた。さらに第 11 回のワークショップでは，基金室の広報から取材をう

け，実際の記事として紹介された。これらの成果を踏まえ，2020 年の 6 月に行われる予定の日本言語学

会において，特別シンポジウムの招待講演としてマイボイスの紹介を行う。（3）に関しては，上記の成果に

加え，実際にマイボイスの試みを授業で紹介し，アンケートを通してマイボイスの教育への有効性を客観

的に検証した。これらの成果は 2 本の論文にて発表されている。このように，授業や研究成果の発表を通

して，マイボイスとその有用性について，多くの患者様，介護者様，医療従事者，研究者，教育者，学生に

伝える機会を与え続けてきた。マイボイスを使用する患者様は増え続け，現在では総計約 350 名の方が

マイボイスを作成・使用している。（達成度：90%）(*k, p, z, C) 

4-3 子どもの対人相互作用を促進するためのデバイスの検証 （理工学部連携） 

他の共同研究で開発された対人相互作用を促進するためのデバイス Facelooks を用いて，実際の遊び

のコミュニケーション活動時の Facelooks の人工的な随伴信号（光）に対する脳活動とヒトによる社会的随

伴信号（例，笑顔，発声）の脳活動の差を検証した。6 ヶ月乳児を対象にした研究では，人工的信号の場合

は注意に関与する前部の TPJ，ヒト信号の場合は社会性に関与する TPJ が強く反応した。更に背内側前

頭前野と TPJ の結合が見られたのはヒト信号のみであり，人工的な光による信号は，注意を促す随伴信

号にはなり得るが，意図や感情を伝えるには充分でない可能性が示唆された。この研究ではコミュニケー

ションのデバイスやツール評価に脳機能計測が有用であることを示した。本研究の基礎となる実験につい

ての研究論文が採択された（達成度：95%） 。(*a, y, I, J) 

4-4 弱視者のためのタブレット教材や閲覧アプリの開発 

近年教科書や資料のデジタル化が進んでいるが，弱視者にとってタブレットでの閲覧にどのような利点，

欠点があるのかが不明であった。本研究ではタブレット教材を作成し弱視者に使用してもらった上でインタ

ビュー調査を行うことで，デジタル教科書の特徴を客観的に明らかにした。さらにはそのようなタブレットの

閲覧の視認性の低さを明らかにした上でそれを改善させるための閲覧アプリを開発した。（達成度：

100％）(*q, t) 

 

５．発達障害スクリーニングを目指すシステムの研究 

5-1 嗅覚刺激に対する脳反応計測によるスクリーニング法の検証 （医学部・理工学部連携） 

自閉症スペクトラム（ASD）児は嗅覚の鈍麻と過敏性があるとされている。これら嗅覚を利用して ASD

の診断補助を目指し，岡田らの開発したインクジェット方式の嗅覚ディスプレイ装置を用いて脳機能計測を

行った。ASD 群は個人差が大きいが嗅覚閾値別に二分した ASD 鈍麻群は，嗅覚刺激中の背側前頭前

野の活動が定型発達児群と比較すると有意に小さかった。さらにこの背外側前頭前野の活動は嗅覚刺激

に対する弁別閾値との有意な正の相関が認められた。嗅覚処理において認知的な要因が嗅覚障害に関

連することが示唆された。嗅覚機能に関連する脳活動は捉えられ，他の手法とあわせた診断補助としての
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1 つの可能性にはなりえると考えられた。現在投稿した論文が major revision となり改訂中である（達成

度：90％）(*E) 

5-2 発達障害早期発見のための微細運動の自動評価システムの開発 （理工学部連携） 

ASD の乳児期の早期スクリーニングを目指し，乳児の 12 ヶ月時点からの微細運動，粗大運動を計測

し，連携者の最新の画像工学技術を用いて定量化している。現在も 12 ヶ月から 36 ヶ月までの縦断データ

を収集中であるが，既に 24 ヶ月までの運動統合能力はらせん状に発達することなどを明らかにし報告して

いる。（達成度：50％）(*o, J) 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

  本プロジェクトの目的の１つである医学系，工学系との分野横断的研究の拠点形成という目的は達成さ

れた。例えば分野横断研究により発達支援ツールや生理指標計測デバイスの成果は着実に得られた。

この他の具体的な優れた成果は下記の通りで，第一に新しい複数者間コミュニケーション計測の解析手

法を開発し，新しい知見を得てきた点，第二に会話補助ツール「マイボイス」の啓発活動が挙げられる。 

1-1, 1-2 複数者間コミュニケーションの脳活動の関係を検討するハイパースキャンニング研究： 我々は、

３つのハイパースキャンニングデータの分析手法を確立した。１）独立成分分析を用いた手法では、共通

する同期的な脳活動成分を具体的な形で抽出することができる。共通成分が複数のチャンネルに渡って

存在するときにも、その分布を知ることが可能であり、従来行われてきた単一のチャンネル同士の比較よ

りも多くの情報を得ることができる。２）さらなる発展版として fNIRS 信号を時間周波数領域に分解したの

ち、そのパワー変動について非負値行列因子分解を適用し、同期的な変動を抽出する手法も確立した。

乳児と成人である母とでは脳の血流動態が厳密には異なっており、独立成分分析が仮定するような同じ

周波数における同期が観測されるとは限らない，本手法で母子の授乳時には異なる周波数の動機がみ

られることを明らかにした。３）コミュニケーション行動を画像解析で半自動的に特徴抽出を行い，行動デ

ータと脳活動同期指標（ＷＴＣ）との関係を検討するＧeneral Linear Model を応用した手法を開発し，適

用した。この結果，成人が視線を合わせている際の脳活動同期と片方がコミュニケーション相手を見てい

る場合では脳活動の同期が異なる脳部位でみられることが明らかになった。 

4-2 発話困難者の会話補助ツール「マイボイス」の研究：2016 年には、研究発表『マイボイス：難病患者

様の失われる声を救う』（代表者：川原繁人）が、業績・活動を評価され、2015 年度日本音声学会学術研

究奨励賞を受賞した。（戦略研究者：皆川泰代も共同受賞） 

 

＜課題となった点＞ 

本プロジェクトは複数者間のコミュニケーション行動の脳活動同期について，上述したとおり様々な解析

手法を開発し，成果をあげてきた。しかし，これらは招待講演やシンポジウムなどを通して発表し，公開をし

てきたが，論文は一部のみの発表であり，充分に成果を論文発表出来ている状況ではない。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

本プロジェクトが狙いとする心理学と医学部，理工学部との分野横断的研究は充分になされ，それぞれ

共同研究の成果が得られている。本プロジェクトは主に本事業で雇用されたＰＤ研究員が，日吉心理学研

究室教員との協働の元に推進するものである。このためにＰＤ研究員に目標管理シートを配布し，それぞ

れの研究プロジェクトについて評価を行っている。その結果，各研究員は概ね計画通りに研究を遂行して

いるが，現時点で国際的な学術雑誌に第一著者として採択された論文が少ない。今後，多くのＰＤ研究員

が継続して別研究資金で研究を進めるので成果について出版や公開を促す予定である。また加齢研究を

担当するＰＤ研究員が少なかったこともありやや進捗が遅れていたが，2018 年度に加齢研究担当のＰＤを

雇用し専任教員と研究を推進することで高齢者の脳波研究を進めることができた。 
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＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

中間評価では外部評価者 2 名，幕内充氏（国立リハビリテーションセンター研究所高次脳機能研究室室

長），吉村優子氏（金沢大学教育学部准教授）に外部評価を依頼した。幕内氏には本事業での設備を整え

た実験室を含め，研究活動を見学の上で，進捗報告書や研究業績書の評価をお願いした。4 段階評価

（A+,A,B,C）では「Ａ：順調に研究成果を上げつつあり、現行のまま推進すればよい」の評価を頂き，「分野

横断的な研究が進められ成果もあがっているが，できれば同じ研究テーマについての生涯発達を検討す

るとなおよい」とのコメントを頂いたので，2－4 の若年者と高齢者の比較研究など対応を行った。同実験を

子供で実施する予定であったが，そこまでには至っていないので今後継続予定である。 

吉村氏には進捗報告書や研究業績書を送付し，評価をお願いした。同じく「Ａ」評価を頂き，「子供研究

や成人研究に比較して高齢者研究の成果が少ないので今後対応すればバランスがとれより良いプロジェ

クトになると思われる。」とのコメントを頂いたので上記の通り追加実験と同時に専任教員に fMRI を用いた

高齢者の脳機能実験を遂行してもらうことで対応を行った。 

最終年度におけるこれまでの活動の外部評価として熊崎博一氏（国立精神・神経医療研究センター・児

童・青年期精神保健研究室 室長）にお願いし，Ａ評価を頂いた。コメントとしては，「子供研究，障害者研

究が大変充実している分，高齢者研究についてはやや成果が少ない印象を受けるが，まだ進行中の高齢

者研究もあり今後の進展が期待できる。」とのことであった。今後も継続していくので本プロジェクト後半で

進めた高齢者研究も引き続き発展させる予定である。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

心理学と医学部，理工学部との分野横断的研究を進めることができ，今後の外部資金応募のためにも

充分な体制ができたので今後の研究に発展させたい。実際に，この体制を活用し，本プロジェクトの研究

者が 2019 年度に JST/CREST に筑波大学の工学系研究者および本学の理工学部研究者と共に応募し採

択された。本研究拠点をもとにこれまでのテーマ１の相互作用の研究内容やテーマ４のデバイス開発をさ

らに継続させる研究提案であったので，今後学外の研究者と協働しながら更なる研究の発展が期待され

る。同時に本プロジェクトの（１）子供研究，（２）障害研究に関連する，発達障害リスク児の縦断研究を提案

した科研費・基盤研究Ｓに 2019 年度に採択された。この提案も本拠点を活用する研究内容であるので，実

験設備や装置の有効活用ができる。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

日吉心理学研究室に研究設備や装置を整備し成果を出したことで，競争的研究資金を獲得しやすくな

ったばかりでなく，研究教育にも効果が出た。実験心理学を教える授業がここ数年で 4 コマ増加したが，こ

こでは NIRS を使った脳機能研究の実習なども取り入れることが可能になった。 

本プロジェクトで行った 4－1 微小針電極の脳波計，4－3 コミュニケーションを円滑にするデバイス開発

については引き続き別資金で継続していくので，適宜特許取得などを行っていく。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  コミュニケーション     （２） 生涯発達            （３） 社会的相互作用   

（４）  高齢者            （５） 母子              （６）  感情情報処理    

（７）  脳機能            （８） ハイパースキャンニング  

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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何が違うのか－－ 特殊教育学会第 54 回大会発表論文集，自主シンポジウム 104． 

中野 泰志・田中 良広・三科 聡子・益子 徹 (2016)．特別支援学校への通学と支援の実態（1）－－特別
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支援学校に対する実態調査に基づく分析－－ 特殊教育学会第 54 回大会発表論文集，P8-20． 

三國 珠杏・中村 航洋・森井 真広・川畑 秀明 (2016). 顔の美しさ・かわいらしさ・男性/女性らしさはどの

ように評価されるか: 視線計測を用いた顔印象評価過程の検討. 第 21 回日本顔学会大会(フォーラム

顔学 2016) 

桃生 朋子・川原 繁人 (2016). マイボイスと大学教育 2 第 7 回マイボイスワークショップ 

森井 真広・井出 野尚・竹村 和久・岡田 光弘 (2016). 眼球運動測定による多属性意思決定過程

の検討：属性値の図的表現の影響, 第 52 回消費者行動研究コンファレンス 

氏間 和仁・中野 泰志 (2015)．視覚特別支援学校におけるタブレットＰＣの教員研修プログラムの作成と

評価 日本特殊教育学会第 53 回大会発表論文集，口頭発表（視覚障害）O4-6． 

小倉 正幸・川野 学都・中野 泰志 (2015)．体験を通して学ぶタブレット端末５W1H－－弱視レンズとして

の活用からデジタル教科書まで－－ 第 56 回弱視教育研究全国大会，42-43． 

寺澤 悠理・黒崎 芳子・井端 由紀郎・田口 里香・梅田 聡 (2015). 右島皮質損傷による他者感情の感

受性の低下 日本脳機能障害学会第 39 回総会プログラム予稿集, 159; 高次脳機能研究, 36, 79.  

中野 泰志・小松 真也・氏間 和仁・山本 一寿・富田 彩・永井 伸幸・田中 良広・韓 星民 (2015)．弱視

生徒が授業場面で有効活用できる教科書閲覧アプリの試作（１） 第 56 回弱視教育研究全国大会，

32-33． 

中野 泰志・末田 靖則・坂本 洋一・高木 憲司・堀 智貴・片桐 大樹 (2015)．視覚障害者の移動を支援

する同行援護に関する実態把握と課題（5）－－視覚障害特別支援学校におけるサービス利用実態とニ

ーズに関する全国調査－－ 日本福祉のまちづくり学会第 18 回全国大会概要集， 

中野 泰志 (2015)．学童に対するロービジョンケア 第 31 回日本視機能看護学会学術総会抄録集，39． 

中野 泰志・田中 良広・永井 伸幸・高野 勉・森下 耕治・上野 敬太・氏間 和仁 (2015)．教科書バリアフ

リー法と特別支援教育（6）－－デジタル教科書のアクセシビリティ－－ 日本特殊教育学会第 53 回大

会発表論文集，自主シンポジウム 20． 

中野 泰志・氏間 和仁・田中 良広・韓 星民・永井 伸幸・上野 敬太 (2015)．弱視教育で活用できる教科

書閲覧アプリの試作（1）－－弱視生徒へのニーズ調査に基づいた教科書・教材閲覧アプリの試作－－ 

日本特殊教育学会第 53 回大会発表論文集，ポスター発表 P21-11． 

中野 泰志・氏間 和仁・田中 良広・韓 星民・永井 伸幸・上野 敬太 (2015)．iPad 用教科書・教材閲覧ア

プリの試作（1）－－試作アプリのユーザ評価－－ 第 16 回日本ロービジョン学会学術総会抄録集，101． 

 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
・定期的に本プロジェクトにおける研究手法の中心となる fNIRS についてのセミナーを 4 回実施した。本プ

ロジェクトのテーマであるコミュニケーション行動に関する研究についての海外からの講師を含むコミュニ

ケーション行動の専門家による LSDCOM 講演会も定期的に行ってきた。 

・本プロジェクトの１のテーマである 2 者間の脳機能計測について名古屋大学，生理学研究所の招待講演

者を含み本プロジェクトの成果を発表する LSDCOM シンポジウムを開催した。 

・4－2 のマイボイスプロジェクトにおいては 4 回（全 12 回）のワークショップで成果の発表，普及に努めてき

た。 

・内部の研究会はＰＤ研究員とほぼ毎週開催している。 

・これまでに 14 件の研究会，セミナー，３件の国内学会，2018 年 5 月に 1 件の国際学会を共催している。

以上の研究成果公開を含む定期的なセミナー，シンポジウム，研究会はウェブサイトにて案内している。 

・アウトリーチ活動として 2 回の子育て支援講演会「大切にしたい子どもの育ち」，「いまどきの子育てで大

切なことー幸せ子育てのコツ」を実施し日吉近隣の多くのご家族や保育者に参加いただいた。 
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＜既に実施しているもの＞ 

http://lsdcom.keio.ac.jp/event/index.html 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
コロナウィルス感染予防のためしばらくはシンポジウム等を行わない予定であるが，今後本プロジェクト関

連のシンポジウム，研究会を行う計画はあるため下記に随時掲載予定 

http://lsdcom.keio.ac.jp/event/index.html 

 

 

１４ その他の研究成果等 
本プロジェクトのテーマ１である 2 者間の脳機能計測やテーマ３の音声コミュニケーションにおける音韻，プロソ

ディーの役割について国際学会 NIR2019 基調講演として行った。 

(*F) Minagawa, Y. (2019) “What optical imaging tells us about typical and atypical neurocognitive development” 

Keynote speech, NIRStralia 2019, NIR 2019, Gold Coast convention and exhibition center, Australia 

(Sep.17th). 

 

本プロジェクトの１のテーマである 2 者間の脳機能計測について，国際会議 Organization of Human Brain 

Mapping にてシンポジウム“Brain-to-brain synchrony early in life”を提案し，採択された。イタリア，ドイツからの

研究者を交えての研究成果の公開とともに討論を行った。下記は本プロジェクトからの代表者の同シンポジウ

ムの発表。 

(*G) Minagawa, Y. (2017) Exploring the neural evidence of mother-infant entrainment: Inter-brain synchronized 

hemodynamic activity Symposia “Brain-to-brain synchrony early in life”, Annual Meeting of Human Brain 

Mapping, Vancouver, June. 

 
PD 研究員や本プロジェクトメンバーと共に行った本プロジェクト成果についての招待講演を行った。 

(*H) Minagawa, Y. (2019) “How has Broca’s area played a role in the neuroimaging data of early language 

acquisition?” Symposium of the Japanese Society for Language Sciences, the 21st annual meeting. Tohoku 

University (July, 6th).  

Minagawa, Y. (2019) “Several topics from fNIRS studies: Social interactive neuroscience and language 

acquisition.” RWTH Aachen University (June 17th). 

Minagawa, Y. (2019) “What did optical imaging reveal about Broca‘s area for early language development?” 

Colloquium of the Institute of Cognitive Science, University Osnabrueck (June 19th). 

(*I)皆川泰代「社会的相互作用における二者間・内の脳機能結合：行動の自動推定と GLM の適用」日本心理

学会第 83 回大会，日立製作所冠シンポジウム「心理学における脳科学ー基礎と臨床をつなぐ fNIRS 研究」，

立命館大学（2019 年 9 月 12 日） 

(*J) Minagawa, Y. (2018) “Development of social interactive brain: Behavioral and neurocognitive evidence” 

Workshop "Understanding developmental disorders: from computational models to assistive technologies" 

ICDL-EPIROB 2018, Waseda Univ. Tokyo. (Sep. 17th） 

皆川泰代（2018）「自閉症スペクトラム障害児とリスク児の音声コミュニケーション」スペシャルセッション「音声コ

ミュニケーションと障害者 II」日本音響学会秋季大会，大分大学 (9 月 15 日) 

皆川泰代（2016）「発達認知神経科学における fNIRS の応用：定型・非定型発達脳を可視化する」第 40 回日本

高次脳機能障害学会学術総会シンポジウム「高次脳機能研究のフロンティア―画像・生理手法の臨床応用

―」，キッセイ文化ホール（11 月 11 日） 
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Minagawa, Y. (2016) Neuroimaging the developing brain from the neonatal period to adolescence. Invited Talk, 

Biennial Conference of the Society for functional Near-Infrared Spectroscopy, Université Paris Descartes, (Oct. 

14th). 

皆川泰代（2016）「乳幼児のことばの獲得における知覚情報の役割について」第 38 回視覚障がい乳幼児研究

会，教育講演，慶應義塾大学（8 月 21 日） 

皆川泰代（2016）「fNIRS で評価する学習による脳の可塑的変化」大会会長講演，第 19 回光脳機能イメージング

学会，星稜会館（7 月 23 日） 



（様式 2） 
 

法人番号 131015 

プロジェクト番号 S1511005 

 
 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
関係する研究分野間における連携，分担等の関係性が具体的示されておらず、 総論的で具体性に欠け

る。研究装置・設備費用が突出している点について是非を問うコメントも出ており研究装置の申請は見送

る。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
研究領域について下記 5 つのテーマを定め，生涯発達として（１）子供研究，（２）障害研究，（３）高齢者研

究の３グループがそれぞれ５つのテーマのうち３－５つに取り組む体制を構築し，研究を進めた。 

１）fNIRS ハイパースキャンニングを用いた 2 者間の社会的相互作用の脳機能研究 

２）感情情報処理の脳機能と生理指標 

３）音声コミュニケーションにおける音韻，プロソディーの役割 

４）効果的なコミュニケーション活動を目指すツールについての研究 

５）発達障害スクリーニングを目指すシステムの研究 

 

研究装置費用申請が認められなかったため，他外部あるいは内部資金に申請し，脳波計や fNIRS 装置を

購入し，研究を進めた。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

設 備

平
成
2
8
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設平
成
2
9
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1511005

3,794 3,800

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総 計

総

額

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

研究費

平
成
3
0
年
度

設 備

装 置

設 備

平
成
3
1
年
度

19,929

0

0

0

24,457

7,594

0

0

8,390 16,067

11,429 8,500

10,172 7,500

9,904 7,500

0 0 0 0

10,414 7,500

8,390 16,067

0 0

0 0 0 0 0 0

45,713 34,800 0 0 0 0

0

17,404

0

0

0 00 0

0 0

0

0

0

17,672

0

0

0

24,457

80,513

104,970

0

0

17,914

0

054,103 50,867

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

131015
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計

通信運搬費

年　　　度

印刷製本費
旅費交通費

470

27

（研究設備）

整備年度

研究支援推進経費

263

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0
0

金　　額

263

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（会議費）
報酬・委託料

10

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

防音キャビン一式 27 ナサールFKSタイプ 1
18,960光トポグラフィー装置(24CH) 27 12,640

1553.5 5,497 3,427
OT-R40 1 1553.5

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

PC、ハードディスクなど

支　出　額

研究用品

0

470

0
0

743

10

0

プログラミング作業

研究支援事務臨時職員 274

4,698

時給1,050円，年間時間数234時間、実人数1人
時給1,050～1,200円，年間時間数381時間、実人数1人

計

計

4,698

研究機器4,698

1,447

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

乳児用プローブ、シールドルームキャビン

学内3人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 1,447

706

432

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

706

補助主体

私学助成
私学助成

積　　算　　内　　訳

Web制作費
ワークショップ参加者飲料

補助主体

学内3人
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（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

報酬・委託料 959 謝金、委託料 959 講演謝金、Webメンテナンス費用

報酬・委託料 166 謝金 166 セミナー講師、研究協力者謝金

計 13,925 学内8人

ポスト・ドクター 13,925 学内8人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 248

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 248 研究機器 248 PC

教育研究経費支出
計 1,450

人件費支出 1,450 研究支援事務臨時職員 943 時給1,050円，年間時間数865時間、実人数1人
（兼務職員） 研究補助 507 時給1,050～1,200円，年間時間数375時間、実人数2人

計 2,049

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（会議費） 30 飲料代 30 セミナー開催時の茶菓

（雑役務費） 165 参加費 165 学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 138 出張費 138 学会出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 5 5

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 752 研究用品 752

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,754 研究用品 1,754 コピー用紙、トナーカートリッジ、刺激呈示装置ほか

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 1 コピー代 1 資料コピー

旅費交通費 76 交通費 76 研究打合わせ、セミナー実施交通費

（会議費） 96 飲料代 96 セミナー、シンポジウム開催時（5回）の飲料代

（雑役務費） 547 参加費等 547 ワークショップ参加者飲料

計 2,640

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,606 研究支援事務臨時職員 1,049 時給1,050円，年間時間数933時間、実人数1人
（兼務職員） 研究補助 557 時給1,200～1,300円，年間時間数422時間、実人数2人

教育研究経費支出
計 1,606

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,379 研究機器 1,379 PC3台、GES400用電極

図　　　　書
計 1,379

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 14,304 学内7人

研究支援推進経費

計 14,304 学内7人
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（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

報酬・委託料 1,126 謝金 1,126 セミナー・研究会講演者謝金、実験協力者謝金、英文校正費

計 14,126 学内7人

ポスト・ドクター 14,126 学内7人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出
計 809

人件費支出 809 研究支援事務の臨時職員 539 時給1,050～1,100円，年間時間数473時間、実人数1人

（兼務職員） 研究補助の臨時職員 270 時給1,050～1,800円，年間時間数170時間、実人数2人

計 2,979

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（会議費） 16 茶菓代 16 シンポジウム軽食飲料代

（雑役務費） 93 参加費 93 学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 660 旅費 660 研究会、学会、国際会議、研究打合せ等のための旅費・交通費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,084 研究用品 1,084 PC周辺機器、文房具、実験用消耗品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 13,643 学内8人

年　　　度 31

ポスト・ドクター 13,643 学内8人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 1,238

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,238 研究機器 1,238 パソコン

教育研究経費支出
計 1,071

人件費支出 1,071 研究支援事務臨時職員 890 時給1,050円，年間時間数805時間、実人数1人
（兼務職員） 研究補助 181 時給1,800円，年間時間数90時間、実人数1人

計 1,452

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（会議費） 61 軽食・飲料費 61 研究集会軽食飲料代、他機関研究者打合せ昼食費

（雑役務費） 200 学会参加費 200 手数料、学会参加費等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 12 交通費 12 近郊出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1 送料 1 宅配便送料、郵便料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 990 研究用品 990 ケーブル類、ディスプレイ、無停電減装置他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 30

報酬・委託料 188 謝金 188 講師謝金、実験協力者謝金、サーバ管理費


